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今月の模範作品

随
　

意
　

課
　

題

筆 ペ ン

神奈　金田　育子　文字の大小を工夫し、調
和の取れた布置が素晴らしく、見易い掲示文
となった。字形も美しい。�評　黒河内月倫　

ヒ
ノ
　
矢
田
　
佑
子　

無
理
の
な
い
変
体
仮
名
を
使

っ
た
行
の
大
小
の
変
化
が
自
然
で
美
し
い
。
上
句
と

下
句
も
見
事
に
呼
応
し
て
穏
や
か
に
ま
と
め
て
い
る
。

�

評　

森　
　

嶺
雲　

つけペンボールペン

書学　山田ひろ子　凛とした堂々たる書きぶり
が見事。柔らかく伸びやかな線が美しく、格調
高い雅さを感じる模範作。� 評　荒谷由美子　

規
　
定
　
課
　
題

紫
泉
　
小
山
田
美
恵　

柔
軟
な
書
線
で
、
暢
び
や
か
な
両
払
い

を
見
事
に
際
立
た
せ
、
原
帖
に
迫
ま
る
作
品
と
な
っ
た
。
特
に

「
泰
・
本
・
無
・
差
」
が
素
晴
ら
し
い
。�

評　

福
原　

溪
春　

12月提出競書作品の写真版作品は、
12月18日よりホームページに掲載されます。
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今月の秀逸作品  規定課題・随意課題 

三
条
　
大
箭
す
み
江　

文
字
の
大
小
や
疎
密
の
変

化
を
巧
み
に
つ
け
て
、
字
数
が
多
い
に
も
拘
わ
ら

ず
大
ら
か
に
見
せ
る
技
量
は
見
事
。�（
森　
　

嶺
雲
）

西
宮
　
濱
田
　
純
佳　

余
白
の
取
り
方
が
良

く
、文
字
の
バ
ラ
ン
ス
も
良
い
。氏
名
ま
で
丁
寧

に
書
け
て
い
て
す
ば
ら
し
い
。�（
御
園
生
藍
珠
）

和
同
　
奥
川
雄
太
郎
　
安
定
感
の
あ
る
運
筆
で
堂
々
た
る

表
現
が
清
々
し
い
見
応
え
の
あ
る
秀
逸
作
。�（
荒
谷
由
美
子
）

香
桜
　
伊
藤
　
綾
子　

線
の
太
さ
や
文
字

の
大
小
に
配
慮
し
丁
寧
に
書
か
れ
た
掲
示

文
。
と
て
も
美
し
い
。�

（
御
園
生
藍
珠
）

秋
月
　
室
山
和
佳
子　

漢
字
の
字
形
を
変
え
、
よ
り

流
れ
の
よ
い
作
品
と
な
っ
た
。
つ
け
ペ
ン
の
流
麗
な

線
も
美
し
い
。�

（
佐
藤　

香
蓮
）

逢
坂
　
北
中
　
祐
子　

清
澄
な
線
が
美
し
く
、
作
品

を
引
き
締
め
て
い
る
。
教
室
・
氏
名
も
見
事
。

�

（
江
口　

春
陽
）

書
学
　
岡
本
　
麻
弥　

線
の
美
し
さ
も
確
か
だ
が
、

解
説
を
熟
読
し
て
鍛
錬
さ
れ
た
点
に
大
変
感
銘
を
受

け
た
。
今
後
も
期
待
し
た
い
。�

（
佐
藤　

香
蓮
）

川
口
　
永
井
　
　
晃　

手
順
れ
た

書
き
振
り
、
且
つ
、
読
み
易
さ
を

合
わ
せ
持
っ
た
素
晴
ら
し
い
葉
書

文
で
あ
る
。�

（
奈
良　

孝
嬉
）

（　）内は選評執筆者です。

加西　小田　朱莉　難しい横書き作品を大らかな運筆で
伸びやかにまとめた。「人」はもう一工夫を。
� （黒河内月倫）
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専攻コース
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専攻コース
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専攻コース
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基礎コース
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基礎コース
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基礎コース
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基礎コース
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写経研究室

野
澤
　
佳
澄

久
保
　
治
舟

田
辺
　
桜
月

松
田
し
の
ぶ

鹿
島
　
栄
子

梅
木
　
彩
舟

髙
橋
　
和
泉

池
田
　
昊
可

宇
野
　
香
苑

下
川
　
一
子

安
森
香
菜
子

熊
谷
ひ
ろ
み
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つけペン
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� 筆ペン

原田たか子

佐野ひろみ

峯　　　愛

荒井利代子

竹村美恵子

松田しのぶ

坂本　悦子島田　眞弓

小林留美子

田中三重子

山﨑　智子細川　美帆堀越　淑子

吉田　容子 江森　彩音

後藤　祐加
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ボールペン


